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奥村  ご紹介にあずかりました Yahoo! 
JAPAN の奥村と申します。お招きいただいて

本当にありがとうございます。 

 きょうお話しさせていただきたいのは、私が

読売新聞を退社して、Yahoo!ニュースというイ

ンターネットのニュース現場でこれまで携わ

ってきた中で、ニュースの扱いが新聞やテレビ

で持たれていたものと随分変わってきたとい

う印象を持っております。これからニュースが

どうなるか、これまで新聞やテレビを通じて培

ってきたニュースという文化を死守していく

にはどうしたらいいのか、そういう問題提起も

含めて聞いていただければうれしいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 まず、どういう人間が Yahoo!ニュースの現

場でやっているのかということで、簡単に自己

紹介をさせていただきます。 

なぜネットに惹かれたか 

 私は１９６９年に大阪で生まれ、今年４０歳にな

りました。９２年に読売新聞に入社しましたが、

当時はバブルが崩壊してもまだ勢いがあった

ころで、何とか滑り込めた口でございます（笑）。 

 初任地は福井支局でした。当然ながら、最初

は事件取材から始まり、福井市長選だとか福井

県政を担当し、それから奈良支局に異動となり

ました。奈良支局で官官接待等を取材していた

ころからインターネットというものに興味を

持ち始めたところで、大阪の経済部に行きまし

た。そこでネットの取材をできればおもしろか

ろうと思ったのですが、実際は製薬会社を担当

したり、鉄鋼を担当したりということで、あま

り期待した取材ができず、９８年に転職を決意

しました。 

 福井支局に５年ほどいた中で、インターネッ

トへの興味を私に持たせてくれた出来事が２

つほどあります。ウインドウズ９５が発売され

た翌年あたりから、福井の片田舎にもインター

ネットカフェが登場してきました。 

 当時、インターネットにつなぐには、いまの

ように定額制でもなく、スピードも遅かったの

で、ネットカフェに行くと非常に速い速度で、

しかも比較的安い価格でインターネットに接

することができた。いまはほとんど漫画喫茶み

たいになっていますが、１０年前は純粋にイン

ターネットを使った遊びに行く場所であった

というふうに記憶しています。 

 インターネットカフェができたというので

取材に行ったところ、その経営者が私に教えて

くれたことは、「日本にいながらアメリカの原

発の稼働状況が把握できるんだよ」ということ

でした。福井県にいて原発の稼働状況を調べよ

うと思ったら、福井県庁の原子力安全対策課に

行くか、あるいは関西電力の広報に「いま、ど

の原発が何基稼動していて、どれが止まってい

るのか」と取材しなければいけなかったのです

が、アメリカではインターネットにアクセスす

るだけで「どの原発が止まっている、どれが動

いている」のかがわかる。これは取材をしてい

た私にとって大きく、画期的な出来事だったと

思います。 

 それから、いまでこそ当たり前かもしれませ

んが、アメリカでは個人の税務処理にインター

ネットを使うことも当たり前になっていたと

いう。日本においても、インターネットという

ものが社会を変える力になるのではないかと

感じたことがありました。 

「ナホトカ号」画像の衝撃 

 その翌年、皆さんもご記憶かと思いますが、

ロシアのタンカーのナホトカ号が座礁しまし

た。ちょうど福井県と石川県の県境あたりで船

首が座礁し、大量のオイルが岸に流れ着いてい

たわけです。当時は動画がありませんでしたが、

現場に住んでいた男性が、いまどういう状況に

なっているかをデジタルカメラで撮影した様

子を刻一刻とインターネットにアップロード

していた。 

 記者は「いまこういう人間がいるよ」という

ことは取材できますが、どういう状況にあるか

という写真１枚撮るよりも、そのネットのペー

ジを見に行ったほうが、実は画像に関して大量
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の情報が得られる。そういう時代の変化を感じ

たのが、このナホトカ号事故の取材でした。 

 私は９８年に Yahoo! JAPAN に入社したの

ですが、実は Yahoo!ニュースというサービス

は９６年、私が入社する２年前からすでにサービ

スをスタートしていました。Yahoo! JAPAN
が９６年４月にサービスを開始し、ニュースと

いうサービスを開始したのは、そのわずか３カ

月後だったということです。 

 聞くところによると、どうも最初から「ニュ

ースをやりたい」という積極的理由があったわ

けではなく、アメリカのヤフーがニュースサー

ビスをすでに持っていて、ロイター通信社さん

から記事配信を受けていた。「アメリカがやっ

ているので、日本でもやってみよう」と、スタ

ートしたそうです。 

 当時はいうほどのアクセス数もなかったの

ですが、それから１３年たってフタを開けてみ

ると、月間３７億６，０００万ページビューという

数字が出てきました。ページビューというのは、

いってみれば本なり新聞なりのページを１枚

めくる、その１ページです。この閲覧数をいう

のですが、月間３７億ですから、１日平均１億

ページめくられている。そういう規模になって

います。 

１日１億ページ超の Yahoo!ニュース 

 利用者数の正確な計測手段はまだないよう

ですが、私たちは「ユニークユーザー」という

指標を使います。「ユニークブラウザ」という

言い方もします。私が会社でブラウザを立ち上

げて、ヤフーのニュースをみて１。同じ人間が

家に帰って、またパソコンを立ち上げてみると

２。ですので、多少の重複はありますが、月間

５，０００万のユニークユーザーということです。

最近の数字ではもう少し多く、月間６，０００万

とかそれぐらいまで到達するということです。 

 Yahoo!ニュースというのは少し語弊があり

ますが、取材をするメディアではありません。

Yahoo! JAPAN と各報道機関とが情報提供

契約を結ばせていただいて１日何本とか、１カ

月何本という形で記事を Yahoo! JAPAN に

配信いただきます。Yahoo!ニュースはこれを掲

載するだけですので、特に現場に行ってこれこ

れの話を聞いて、何を書き、何を伝える、とい

う機能は持ち合わせておりません。媒体社数で

いうと１００ぐらいありますが、１社で複数の媒

体を持っているところがありますので、媒体数

でいうと１５０近い数字だということです。 

配信素材は１日３５００本 

 １日に Yahoo!ニュースに送られる記事の本

数は大体３，５００本。私たちはあえて原稿を「お

預かり」という言い方をいたしますが、１日３，

５００本のニュースを次のような情報提供者か

らいただいています。 

 まず読売新聞社さんとか産経新聞社さん、毎

日新聞社さんといった、いわゆる全国紙から送

られる記事のほかに、国内では時事通信さん。

海外通信社では、ロイター通信さん、韓国の聯

合ニュースさんからも記事をいただいており

ます。それぞれ英語や韓国語ではなく、ロイタ

ー通信社さんは日本語に翻訳した記事を送っ

てくださっていますし、聯合ニュース社さんも

韓国の記事を日本語に翻訳して配信していた

だいています。 

 そのほか京都新聞社さん、西日本新聞さんと

いった地域ブロック紙。それから地方紙さんか

らもいただいており、これまで京都にいる方だ

けが京都の記事に接していたのが、インターネ

ット経由で、北海道にいる方も沖縄にいる方も

全国で地方の記事に接することができる。そう

いう場所を提供しています。 

 報知新聞社さんとか、いわゆるスポーツ紙に

も情報提供をいただいています。ここから先は、

聞きなれない方がいるかもしれませんが、

J-CAST ニュースさん、IT media さん、RBB 
TODAY さんといった、いわゆる新興メディア

さんからも記事をいただいております。 

 Yahoo!ニュースはどこにあるのだという質

問をよく受けます。まず図（次ページ）左のほ

うにあるオレンジ色で囲んだ場所をクリック
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すると Yahoo!ニュースという場所に行きます。

それから Yahoo! JAPAN のトップページの

真ん中の上のほうにあるところ、これは我々が

Yahoo!トピックスと呼んでいるのですが、多く

の方は、この Yahoo!ニュースと Yahoo!トピッ

クスを合わせて Yahoo!ニュースとして理解し

ていただいているようです。 

 Yahoo!ニュースは速報が中心で、主に配信さ

れた記事が新着順で並ぶようになっています。

一部は機械による編成というのをやっていて、

この記事はスクープかどうかとか、これは大イ

ベントなのかということを機械に判断させて

掲出しております。 

トピックスの運用を支える 

 私が担当してきましたのは、右のほうにある

トピックスというコーナーです。こちらは新着

順とか、スクープであるとかいうことも大事で

すが、世の中の人、つまり読者にどのように受

け入られているかとか、あるいは情報提供いた

だいている報道機関の方がぜひ世に問いたい

ものであるとか、そういう人間にしかできない

判断を加えて出すようにしています。それが

Yahoo!トピックスです。 

これからこの Yahoo!トピックスの運用に我々

がどうかかわってきたかをお話しさせていた

だければと思います。 

 Yahoo!トピックスは９８年７月にサービスを

開始しました。Yahoo!ニュースと Yahoo!トピ

ックスとがどう違うかを話し始めると、また別

の時間をいただかなければならないぐらいた

くさん話ができるのですが、もともと、９６年

に Yahoo! JAPAN がサービスを開始した際

には、サービスとしてヤフー検索しかありませ

んでした。 

 検索といっても、いまではヤフー・サーチ・

1

トピックス
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テクノロジー（ＹＳＴ）という検索エンジンだ

とか、グーグル・サーチといった機械検索が思

い起こされますが、１０年前はそういったサー

チ・テクノロジーが十分に発達しておらず、

Yahoo! JAPAN が「このサイトはおもしろい

ぞ」といったお勧めサイトのリンク集をつくる

作業をしていました。このカテゴリーを編成し

ていた人間たちを「サーファー」といいますが、

このサーファーたちがこれらのカテゴリーを

つくっていたわけです。 

原点はサーファーたち 

 サーファーとは、海でサーフボードに乗って

波乗りするサーファーと同じです。実際、

Yahoo! JAPAN におけるサーファーは、イン

ターネットの大海を波から波へと移っていく

中でよさそうなホームページを探し出し、それ

らをカテゴリーに登録して利用者に届ける。だ

からヤフー検索も、当時はそういったお勧めサ

イトを対象に検索するというサービスがメー

ンだったのです。 

 ９８年にトピックスのサービスを開始したの

は、いってみればカテゴリーの発展形として

我々は位置づけております。例えば当時、諫早

湾干拓問題がありましたが、カテゴリーの中に

は国の建設工事事務所のホームページとか、あ

るいは市民団体が作成したホームページが登

録されているにすぎませんでした。カテゴリー

を開くと、確かに公式ホームページへのリンク

はついていましたが、ヤフーに配信されてきた

ニュース記事の一本一本はそのカテゴリーの

中に掲出することができなかったのです。 

 本来ならばカテゴリーを開いてニュースを

みせるべきところを、当時の技術的制限もあっ

て１日に１回更新することができず、１分１秒

を争うようなニュースをここにみせることが

できなかったのです。カテゴリー的な価値と、

ニュース記事の価値を合わせてみせようとす

るためには、解決しなければいけない課題があ

り、当時、アメリカのヤフーが持っていた「Full 
Coverage システム」というものを輸入するこ

とにしました。 

「全網羅」システムを導入 

 Full Coverageシステムとは聞きなれない言

葉ですが、保険業界にも Full Coverage という

言葉があります。直訳すれば「全網羅」で、「す

べての情報を網羅する」というぐらいの意味で

す。このシステムを使えば、官公庁のホームペ

ージはもちろん、市民団体のホームページだけ

でなく、記事一本一本もあわせて１カ所でみせ

ることができる。１つの情報のワンストップ性

をここで実現する――そういうことが可能に

なるシステムでした。 

 このシステムを使うことで、記事の一本一本

とカテゴリー、特に時事的カテゴリーですね、

先ほど申しあげた干拓の問題だとか、あるいは

暴走族問題といった社会的な話でもいいので

すが、これを分類できます。現在、トピックス

の中では国内、地域、海外等、合計８つのジャ

ンルがあります。そこに１，３００のトピック、

いわばニューステーマがつくられ、ここ１０年

間、同じような形でトピックスを運用してきま

した。 

 先ほども申し上げましたが、Yahoo! JAPA
N は取材しないメディアです。我々が現場に赴

くよりも、世の中の報道機関がどういったニュ

ースを取り上げているかを紹介する場所です。

それから伝統的なメディア、全国紙、地方紙

等々が取り上げないようなニュースも取り上

げることがインターネットらしいことだろう

と考えていました。 

 後で詳しく述べることにしますが、実際、

我々がこれまでやってきたことはニュースを

軸としたリンク集です。それを担当したのがサ

ーファーという人たちで、我々は最初からニュ

ース編集者を目指すというよりは、ニュースを

軸としたリンク集をつくる集団として携わっ

てきたつもりでした。それは先ほど申しあげた

ナホトカ号事故でも「こういった現場を中継し

ているホームページがあるよ」ということを紹

介すると同時に、ナホトカに関する記事を紹介

できるというワンストップ制─―我々は「アグ

リゲーション」という言葉を使うのですが、情
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報を１カ所でみせるという、そういうニュース

を軸としたリンク集がトピックスの本質であ

ったと思います。 

ニュース価値判断の大切さ 

 ところが、サーファーという言葉だけ聞くと、

ただの「インターネットおたく」とか、ただお

もしろい情報をおもしろいように扱う集団で

あるかのような誤解が生まれてくるわけです。

実際、そういったニュースを扱うということは、

おもしろおかしい情報ではなくて「ニュースバ

リューがわかる人間が携わっていなければい

けないのではないか」ということを、昔からう

すうす感じていました。 

 トピックスが始まったころは、３人ぐらいの

人間で運用していましたが、いまでは現場担当

が約２０人おります。そのほとんどが新聞記者

とか、あるいは放送記者等、マスコミ関係者を

集めて組織するようにしています。これは申し

あげたように、やはり「ニュースの価値判断が

できる人間がニュース選定に当たるべきだ」と

の考えでそうしています。 

 年齢は３０代中心で、２０代とか１０代のいわゆ

るティーンはもちろんいませんが、どうしても

経験を積んだ人間を集めるとこの年代が中心

になってまいります。逆に４０代、５０代になる

と、今度はインターネットらしさとか、どうし

てもＩＴに対する理解が難しくなってきます

ので、自然と３０代の人間が集まる。そういう

場所になってきました。 

 ニュースを扱う以上、やはり１分１秒を争う

商品です。大事な話を翌日回しにするようなこ

とはしたくありません。３交代のシフトをしい

て２４時間、ニュースを監視する体制をしいて

おります。また、東京で災害が起きた場合、ひ

ょっとして Yahoo!ニュース経由でニュースが

提供できなくなることも考えられますので現

在、大阪支社にも編集部員を２人配置し、東京

で何かあったときも大阪でバックアップがと

れる形を考えています。 

 

編集は「人間力」で 

 トピックスがどうやってつくられていくか

をご紹介します。最初に申しあげたように、１

日大体３，５００本の記事の中から、２０人の人間

が価値の高そうな記事をまず選定する作業に

入ります。これはすべて目視でやっています。

機械でフィルターすることはありません。すべ

て新着の記事を２０人が必ず記事の中身に目を

通して探し出します。 

 それから、ニュースのリンク集ですので、記

事に即した関連ホームページを探しにいく作

業をします。これはサーファーという仕事の名

残みたいなものです。 

 私が読売新聞にいたときは、１０取材してき

たら、そのうち９は捨てて、全部を１にまとめ

る。「情報をまとめて伝える」ということをた

たき込まれてきたのですが、まとまった概要な

り情報を読者に提供できるメリットがある一

方で、やはり読者がすべてを知っているという

ことを前提にしなければいけないような書き

方も多々ありました。 

 ここでは記事では書き切れなかった情報を、

インターネット検索エンジンを使って、関連す

るホームページをつけて紹介する、そういう仕

事になっています。 

 例えば原子力発電所の話で沸騰水型といっ

たときに、「沸騰水型と加圧水型の炉はどう違

うのか」ということは新聞記事の一本一本には

書かれていません。けれども、東京電力や関西

電力の広報のホームページに行けば、それぞれ

仕組みがどう違っているかという図示もあり

ます。そこにリンクすることで、読者が炉の違

いについて理解できなければ、リンク１つクリ

ックするだけで記事で伝えなかった情報にア

クセスできる。そういう補完情報を用意すると

いうのが、私たちの仕事の１つになっています。 

 そういった記事とリンク集のパッケージを

つくった後にやりますのは、見出しをつくると

いう作業です。 
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「見出しは１３字」がルール 

 現場の記者は見出しをつけるという仕事は

しませんが、ここでは見出しをつけることが１

つの大きな仕事で、トピックスでは「見出しは

１３文字で表現する」という決まりがあります。

「読まなくても、クリックしなくても概要が理

解できるように」という工夫から生まれたもの

です。もともとそういった知見があったわけで

はなく、レイアウト上、折り返ししない文字数

というのが１３文字だったということです。 

 実際、経験的にわかってくるのは、１３文字

というのは読まなくてもいい文字の長さだと

いうことでした。いろいろ聞いてみると、ＮＨ

Ｋテレビのテロップが１５文字までだとか、新

聞社説の見出しも１３文字前後でつけるとか、

経験的なところでいうと、そのあたりが妥当か

なという気もします。 

 ほかにも京都大学の研究だったと思います

が、実は１３文字あたりが「人間が読むという

行為をしなくても、パッと見で理解できる長

さ」ということで、この長さで記事の伝えたい

ことを表現するようにしています。 

 ここで見出しをつけると、ようやく Yahoo! 
JAPANのトップページに持っていくことがで

きます。いわば新聞の１面に相当するところで、

そこに掲出するということです。 

 奇妙に思えるでしょうが、実は２０人の中で

現在のところ、デスクという制度を持っていま

せん。これは、いってみれば完成原稿を Yahoo! 
JAPAN にお送りいただいているので、おそら

く記事そのものの真偽はすでに確かめられた

ものであり、内容もよく検討されたものでしょ

うから、裏取りをする立場としてのデスクは必

要ないでしょう、と。 

 また、見出しをつけるにしても、よほどの誤

解がない見出しであれば十分ですので、そこは

メンバーが相互にチェックして、これなら妥当

だろうという形で出しています。 

 ところが、やはり人数も２０人を超えてくる

と、そうもいっていられない状況が出てきます。

品質を担保することが難しくなってきたとい

うことです。近い将来、デスクという制度を置

いて、見出しについても関連ホームページにつ

いても、もっというとニュースをピックアップ

する基準についても、ちゃんと皆さんからお預

かりした記事の１本１本を出せているのか、そ

ういうチェック機能も必要ではないかという

ふうに内部で検討を始めております。 

ピークは日に３度ある 

 ２４時間制で運用していると申しあげました

が、たとえば、縦軸に閲覧数をとり、横軸に時

間をとったグラフを作ってみますと、山がほん

とに漢字の「山」という字に似ています。朝８

時過ぎに少し大きな山が来ます。それから１２

時半に一番大きな山が来ます。それから１８時

過ぎ、こちらにまた大きな山が来て１日が終わ

ります。アクセス数では、どうも会社からのア

クセスが多く、出勤した前後、それからお昼休

み、それから退社前、このあたりに読者が

Yahoo!ニュースに来ておられるようだという

ことがよくわかります。 

 １０年前ですと、テレホーダイというサービ

スがありました。当時のインターネット接続は

従量制で１時間いくらという形で課金されて

いたので、夜１０時以降は定額制で使えるとい

う時代がありました。そのときは山は１０時以

降にできていましたが、ＡＤＳＬやブロードバ

ンドの普及によって、それは大体フラットにな

ってきました。 

 会社からのアクセスはこのように集中して

きますので、我々は午前８時、皆さんが出勤し

た後、それから昼休みの時間帯、それから退勤

前後に、一番価値があるであろう記事を掲載す

るように編成していきます。ですから、新聞の

ように朝刊に間に合わせるとか夕刊に間に合

わせるというタイムスライスではなくて、どち

らかというと１日３回。それに随時、いいニュ

ースがあればお届けするといったことを考え

ながら作業をしております。 

 どういうニュースを朝、昼、夕刻の時間帯に

当てていくかを考えたとき、ここ１０年で大き
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く様変わりしてきたのではないかということ

を説明させていただきます。 

多様化するニュース 

 昔はニュースというと報道で、それに付随す

る論説やコラム、せいぜいお知らせ。例えば、

「どこどこの公民館でこれこれの行事が開か

れます」という地域版のお知らせのようなもの

をカバーしていたのですが、この１０年間、新

興メディアがたくさん誕生してきた中で、これ

までの報道、意見、コラムといったものよりも、

商品レビューだとか、プレスリリースを専門に

扱う業者さんだとか、もっというとパブリシテ

ィーなども扱う業者さんも出てきて、我々が取

り扱うニュースの範囲というのは報道だけで

はなくなってきたといえると思います。 

 もともと報道というのは一般性の高いニュ

ースを取り上げることを１つの使命にしてい

たと思うのですが、この１０年間にむしろ私的

な空間、例えば「私はこの商品に興味がある。

この商品に関するニュースがもっと欲しい」と

いうニーズもありますし、「もっと企業のＰＲ

でニュースが使えないか」という声も出てきま

した。実際、Yahoo! JAPAN もＰＲというか、

自分たちが持っているサービスを皆さんに知

っていただきたいということでトピックスに

取り上げたことがあります。 

 また、２００２年の４月１日にはエイプリルフ

ールだったので、「宇宙バナー広告にヤフーが

参入する」という全く根も葉もない話を取り上

げてみたことがあります。これはジョークが通

じる Yahoo!ニュースなら通じると思っていた

のですが、この記事が出た後にお客様から「株

を買ってしまった。どうしてくれるんだ」と電

話がありました。顔がちょっと青ざめたのです

が、当時は株価が低迷していたので、その後、

売られたら大きな利益を手にされたのだろう

と思います（笑）。 

 我々にとっては、こんなに影響力があるニュ

ースを手にするとは全然考えてもいなかった

のです。私個人も転職してきてから、何千万人

に到達するようなメディアになるとは全く思

っていなかったのです。ところが、こういう悪

びれたことをしてみると、実際に株を買ってし

まうお客様も出てきた。いくらニュースの定義

が広くなっても、ニュースが伝えるべきことは

真実であるという当たり前のことに気づかさ

れた。そういう事件でした。 

エイプリルフールの教訓 

 これ以降、Yahoo!ニュースではエイプリルフ

ールの悪ふざけには乗らないようにしていま

す。当然、ニュースという本当のことを伝える

ことだけに注力してきました。 

 皆さんにイメージしていただきたいのです

が、Yahoo!ニュースに限らず、インターネット

でニュースが読めるようになったことについ

て、いいことと悪いことがたくさんあると思う

のです。私が子どものころは、インターネット

などありませんでした。食卓に置かれた新聞を

みれば、世の中で何が起きたか、新聞を手にと

って中身を読まなくても、大きな横凸版をみる

と、きのう何が起きたかが簡単にわかったわけ

です。 

 ところが、テーブルに物理的な紙だか情報を

伝える媒体がなければ、インターネットに情報

をとりにいくしかない。ところが、一々難しい

ことを読みに行くほど皆さん意識が高いかと

いうと、そうでもない。やはり大事なニュース

を伝えようとするときには、一種の呼び水が必

要だろうということもわかってきました。 

 みればおわかりいただけると思いますが、ト

ピックスには常時８本の見出しが掲出されて

います。上から国内、地域、海外、経済、コン

ピューター、サイエンス、スポーツ、エンター

テインメント。この順番で見出しを並べましょ

うと。これがすべてではないですが、大枠の原

則はこういう並びでやりましょうと決めてい

ます。 

 Yahoo! JAPAN のトップページを見てい

ただくと、必ず２本か３本、エンターテインメ

ントだとか、スポーツに関するニュースが出て

いると思います。これは、皆さん、エンターテ
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インメントやスポーツの話題が好きですから、

ここにエンターテインメントの話題があるよ、

というふうに位置づけておくと、読者が必ず目

にして来てくださる。 

 そうしますと、難しいニュースでもそこに見

出しだけでもいいから、目に入るような仕組み

ができればいい。ということで、我々は見出し

の流れに「グラデーションをつくる」という言

い方をするのですが、そういった並びをするよ

うにしています。 

 実際、トピックスのアクセスランキングをみ

るページがあります。上からスポーツだとかエ

ンターテインメントですね、石川遼がどうした

とか、中森明菜がどうだとか、それからショッ

キングなニュースがあって、最後に「支持率低

迷首相に秘策あるか」とか、こういう並びにな

っていきます。我々がどのニュースを読んでほ

しいかではなく、記事のラインナップを読者１

人１人がどのようにとらえているかをアクセ

スランキングで表示すると、そのようになりま

した。 

危険な錯覚に注意せよ 

 我々２０人いるのですが、こうしたピックア

ップをしていくことで「自分の選んだ記事が読

まれることが純粋にうれしい」という、そうい

う錯覚に陥ってまいります。これが転じて、「読

者のニーズに応えたい」と考えるようになって

くる。そしてさらには、「会社のために、読ま

れれば読まれるほどお金になるのだから、やっ

て何が悪いのだ」となる。すると、いつの間に

か編集者の１人１人が、自分の存在が社会に認

められたような錯覚に陥ってしまうのです。 

 こうなってしまうと、もともと新聞やテレビ

がニュースとして何を伝えたいか、そういう社

会的意義を忘れて「何が読まれているか、お客

さんを楽しませているかどうか」ということし

か目が行かないようになってしまう。これは非

常に危ないと思っています。 

 先ほど８つのジャンルがあると申しました

が、５月に実際に読まれたシェアを円グラフに

したものを上からみていくと、３１％がエンタ

ーテインメントです。次が国内。たまたま５月、

草彅剛さんの逮捕騒ぎがあったので国内が二

番手に来ていますが、通常は次のスポーツと位

置が入れかわって、エンターテインメント、ス

ポーツ、国内（事件）なのです。このようなシ

ョッキングなニュースが全体の６割を占める

ようになってきます。 

 最後の７％は海外ニ

ュースです。自分とかか

わりのない地域に関す

る記事がどれくらい読

まれていないか、関心が

低いかというのがおわ

かりいただけるかなと

思います。 

 少しビジネスの側面

についても触れておき

たいのですが、先ほど、

読まれれば読まれるほ

ど売り上げにつながる

と申しあげました。それ

は、ビジネスモデルでい

うところの広告モデル

でして、実際にページを

ジャンル別シェア 09年5月実績

14%

2%2%

31%
7%

11%

17%

16%

エンターテインメント

国内

スポーツ

地域

経済

海外

サイエンス

コンピュータ
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開いていただくと、そこには記事だけではなく、

横に広告バナーが出ていることがあります。こ

の閲覧数に応じて広告クライアントにお金を

払っていただける。全く読まれないページより

は、読まれたページのほうが当然、視聴数が高

いわけですから、そういったマスとしての広告

的な価値も高まっていくのです。 

「読まれてどこが悪い」？ 

 会社としては閲覧数をどんどん上げていけ

ば、それが直接売り上げにつながるではないか

ということになりますし、実際、エンターテイ

ンメント、スポーツ、それから悲惨な事件や事

故というものを取り上げることで閲覧数が稼

げますので、どうしても編集している人間から

すると、「読まれる記事を出して何で悪いのだ」

という気持ちが強くなってもおかしくはない

ということです。 

 さらに、そういった「読まれて何が悪いのだ」

という部分は、ヤフーの編集者だけではありま

せん。記事を提供していただいている媒体社さ

んの中にも、やはり同じ誘惑にかられるところ

がないわけではないのです。 

 私が新聞社にいたときは、人に話を聞かない

で記事を書いたら、「おまえ、ばかか」といわれ、

原稿はぐちゃぐちゃにされてゴミ箱に捨てら

れました。しかし、いまは取材をしないニュー

ス、書かないニュースでも平気でインターネッ

ト市場に出回っているという現実があります。 

 昔はプレスリリースを丸写しで書くと、「横

のものを縦にして書くんじゃない」といわれた

ものですが、いまは横を横にしただけで十分売

り物になる。そういう時代です。テレビをみた

だけで、例えば昨日のどこそこのゴールデンタ

イムで草彅君が初めて事件後発言したと聞け

ば、別にテレビ局にもジャニーズ側にも取材し

ないで、ただ見ただけを記事にして送ってくる。

これだけで記事になるし、芸能人ブログを引用

するというようなことも記事になるわけです。 

 金曜日には、「ガチャピンがツイッターとい

うインターネットサービスを始めました」とい

うのがニュースになって、これは我々も取り上

げてしまいました。こちらもニュースでないと

わかっていても、「読まれる」という誘惑にか

られて掲出することがあります。 

 もっとひどい場合、いわゆるパブリシティー

が常態化している。「何々新聞さん、済みませ

んが、お金をお払いしますので、我々の経済的

な取り組みを記事にしてもらえませんか」とい

った取引をする。なかなか表立っては出ていま

せんが、そんなことも行われているようです。

そういった金銭のやりとりを経て執筆された

記事が Yahoo!ニュースに配信されてくること

があります。Yahoo!ニュースに配信されるだけ

ではなくて、実際に自社のサイトにも掲載され

ている。そういった状態も起きていて、低コス

トで記事を提供したいと考えているというこ

とです。 

ニュースとは何かが問われる 

 新聞社をやめてヤフーに来てから、「ニュー

スとはそういうものでよかったのか」と非常に

強く思うようになってきました。私が新聞社の

現場にいたときは、「ニュースとは何ぞや」と

か、「この記事はだれのために書いているのか」

とかいうことは、あまり深く考えたことはなか

ったのです。しかし、これまでご説明したよう

に、エンターテインメントしか読まれない状態

であったり、私は昔は３行の記事を書くのに３

日かけたこともありますが、そういったものが

ただのコストでしかなく、お金をもらって記事

を書く。「そういったものがニュースなんだよ」

というように定義が変わってきたのだとした

ら、それは大変なことだ思っています。 

 新聞には例えば「読売信条」といったものな

どがあって、弱者の声なき声を広く届ける存在

であるといったことが書いてあったと記憶し

ています。人のいうことをただ「うんうん」と

いって書くだけでは全くだめで、むしろ隠され

た事実を暴いてこそ記者なんだ、という教育を

されてきました。大学時代に「メディアって何

だろう」と研究していたときには、社会に向け

て警告を発する存在として機能してほしいと
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か、個人としてもそういったニュースに期待し

ていた価値というのがあったと思います。 

 アクセスランキングをみていると、そういっ

たことが全く忘れ去られてしまう。「大事なこ

とが伝わっていないのではないか」ということ

は、インターネットの現場で非常に強く思うこ

となのです。 

 ５，０００万人とか６，０００万人の読者にページ

が繰られているかもしれないけれども、皆さん

からお預かりする大事な原稿の１本１本を伝

えなければならないと思っている現場記者の

熱意だとか、そういったものがインターネット

上で本当に伝わっているかといえば、大きな疑

問があるわけです。 

 後期高齢者医療制度の国会審議についても

配信があったと思いますが、審議中に大きく取

り上げられることはなく、施行されてから問題

になって大騒ぎする。小さな警告みたいなもの

を我々は見過ごしています。 

コソボ独立はなかった？ 

 それから、コソボの独立。これは「Yahoo!
ニュースで、コソボは独立しなかった」という

言い方をします。コソボ独立は２００８年２月で

したが、この日に一番読まれた記事は、漫才の

「Ｒ-１グランプリ」で「なだぎ武が二連覇を

した」という記事が一番よく読まれました。こ

の記事のアクセス数を１００とすると、コソボ独

立の記事はわずか２で、２％にしかすぎなかっ

た。５０分の１の視聴率しかなかった。 

 新聞なら一面に来るようなニュースである

のに、実際は人気がなくて何人に読まれたかよ

くわからない。だから、Yahoo!ニュースの読者

の中で、コソボが独立したことを知っている人

間というのは多くない。というか、これだけし

かなかったのです。 

 ほかにも、非正規雇用の話ですとか、年金制

度の話、それからソマリアの現状だとか、そう

いった問題を取材している現場の記者の方々

は「たくさんの人に伝えたい」と思いながら記

事を書いているはずなのに、伝わっていないと

いうことがここでわかっていただければうれ

しいと思います。 

 お話しさせていただいたことのおさらいに

なるのですが、インターネットでニュースをや

っていると、新聞やテレビとも違って、リアル

タイムで読者が何を読んでいるかというのが

非常によくわかる。そこでエンターテインメン

トやスポーツの記事ばかりを取り上げること

は、会社としてはお金になるかもしれないけれ

ども、本当にそればかりでいいのだろうかと思

います。これが続いていくと、読者迎合だけに

なってしまって、我々がお預かりしている原稿

で大事なものが１本も外に出ず、ただおもしろ

おかしいものだけになるということを危惧し

ています。 

 それから、全国紙をはじめとして皆さんがや

ってこられたことは、高い一般性のあるニュー

スを全国の読者に届けるということだと思う

のですが、先ほど触れたように、「自分の関心

ある領域のことしか知りたくない」という読者

ニーズが少なからずあります。 

パーソナライズと社会的利益 

 そうした個人の関心に応じてニュースを届

ける意味では「パーソナライズ」という言い方

をします。例えば、あらかじめ「私はこの分野

とこの分野に興味がある」というようなことを

機械に登録しておくと、機械は「誰々さんはこ

の記事に興味がある」という自動的な掲出の仕

方をする仕組みもとれます。 

 しかし、そうすると自分の関心領域にばかり

目や耳が向いてしまい、隣の人が何を考えてい

るのか、世の中が何を考えているのか、何を知

らなければならないか――という社会共通の

利益や認識を深める機会が失われてしまうの

ではないかという危惧もあります。 

 ご紹介させていただいた報道機関さんは

Yahoo!ニュースだけではなく、ほかのポータル

サイトにも記事を提供されていると思います。

私が取材現場にいたときに感じたのは、ニュー

スというのは商品ではない。商品だと思ったこ
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ともなかったのですが、自分が書いた１本の記

事が当事者を傷つけることもありましたし、そ

のことによって「自分は何といけないことをし

てしまったのだろう」と、自責の念を感じたこ

ともあります。 

 それぐらい、ニュースというのは人を傷つけ

ることはあっても、それ以上の価値を生むだろ

うから記事にするのだと、そういう覚悟があっ

たかもしれません。ですが、それがただの文字

列ではなくて、人を傷つけうる商品だというこ

とが、本当にその記事の配信を受けた企業にあ

るのかどうか。ただもうかればいいのではない

か、そう考えているのだとしたら、これは問題

だと思います。 

メディアはプライドを持って 

 そういった社会的責任を双方が持たなければ

いけないのではないかということが、この１０年

の中で我々が感じてきたことで、現場から皆さ

んに知っていただきたいことの１つでした。報

道機関各社におかれては、エンターテインメン

ト、スポーツが読まれるからといって、Yahoo!
ニュースにそれを出せば、さらに自社ブランド

の価値が上がるといったこともあるかもしれ

ませんが、そうした報道機関としてのプライド

を持っておいていただきたいという思いが強

くあります。 

 伝えるべきことを伝えることができないと

いう報道機関は存在価値がなくなりますし、ア

クセスランキングとか無責任なポータルサイ

トによってそういった状況がつくられるのだ

としたら、その状況はやはりどこかで捨ててし

まわなければいけないと思います。 

 とはいえ、情報提供を受けているポータルサ

イトがニュースの１本１本についての商品的

価値がわかっているかというと、正直そうでは

ないと思います。報道機関が提供する記事とい

うのは、いわゆるプレスリリースとか、あるい

はパブリシティーとは違った価値があるもの

で、仮に記事を商品だというのであれば、じっ

くりとその商品説明をする必要があるのでは

ないかと思っています。 

 また Yahoo! JAPAN をはじめ、ほかのポー

タル企業等、報道機関からニュースを受ける側

は、ニュースとは何なのかということをちゃん

と理解しなければいけない。ただ単純にお金も

うけをする手段ではないし、そういう商品では

ない。世の中をよくしようという、１つの文化

であるということを理解する必要があります

し、それが大きければ大きいほど、読者にどう

いう影響を与えてしまうのかということについ

ては、ポータルサイトを運用する企業側もぜひ

知っておかなければいけないのだと思います。 

 これから先、ネットを取り巻くビジネスがど

うなるかはすぐにはわかりません。けれども、

報道機関が持つ使命とは何なのかということ、

そういうプライドを持ち続けるということが、

インターネットの世界がどう進もうが、大事な

ことなのではないかというふうに私どもは考

えております。ご清聴ありがとうございました。

(拍手) 

 

＜ 質 疑 応 答 ＞  

 

高畑昭男企画委員（司会 産経新聞特別記者・

論説委員） 奥村さん、ありがとうございまし

た。 ご質問やご意見を承りたいと思います。 

質問 インターネットがあまりに便利で、早く

情報がとれるということで新聞、雑誌が売れな

くなっている。Yahoo!ニュースは取材せずに場

を提供し、我々はただで見て、ただで情報を得

ている。それがニュースを提供する活字媒体に

も大きな影響を与えている。大もとが消えたら、

いくら場があっても意味はない。この現実をど

う考えるかをうかがいたい。取材し、記事を出

す側と載せる側、そこに企業の論理も働いてい

る。そこをどう整理していくかをお聞かせ願い

たい。 

奥村 ありがとうございます。ビジネスの側面

については私の所管ではありませんが、１つ確

実にいえるのは、やってきたことがすべてでは
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ない。ビジネスモデルでいうと、広告モデルだ

けがすべてではなく、例えば少なくともヤフー

で記事を有料で売ることはやってこなかった。

可能性があるかどうか、やってみる価値はある

と思います。 

 Yahoo!ニュースだけで広告をやりとりする

のでなく、ネットワーク広告という商品が最近

出てきました。毎日新聞社であれば毎日新聞社

のネット上で掲出される広告をヤフーが売ら

せていただくとか、そういう協業のあり方を話

し合っていかなければいけないと思います。報

道機関から「こういうことができないか」と注

文をいただく必要がありますし、Yahoo! 
JAPAN のも「こういったお手伝いができない

か」と提案していく時期に来ているという気は

しています。 

質問 読売新聞ОＢです。どんな人も１日２４

時間と決まっていて、世の中の情報量がふえて

いるので情報を取得する時間は短いほどいい。

そういう点ではヤフーのようなネットのほう

が１つのニュースに我々が使う時間が短くて

済むが、それが進んでいくと新聞はますます読

まれず、大部分の人がネットで情報を知る方向

に行くとお考えかどうか。それが１つです。ま

た、お話ではネットの情報が普及するというこ

とはポピュリズムを拡大する方向に働くとい

う。その先はどう予想されるのか。どんどんそ

の方向に行くのか、谷底に落ちるのか、どこか

ではい上がるのか、聞かせてください。 

ポピュリズムをどう防ぐ 

奥村 ありがとうございます。大先輩を前にお

話しするのは緊張します（笑）。まず新聞を読ま

なくなるという不安は、必ずしもそうでないと

いう気がします。というのは、やはり新聞に書

かれてあることは新事実であって、スクープで

あればあるほど、そこにしかない情報です。そ

ういう情報を新聞なりテレビが提供し続けてい

るうちは、そこにしかない情報であるがゆえに、

ずっと価値を持ち続けるという気がします。 

 また、確かに接触する時間は新聞よりもネッ

トのほうが長くなっている現象はありますが、

読者が短い記事で満足できているかというと、

必ずしもそうではないと思うんです。自分に関

心のない情報は短いもので十分かもしれませ

んが、関心ある情報であれば、より深く知りた

いと考えるのではないかと思います。私個人と

しては新聞が唯一の価値を持ち続ける限り、深

い情報に対するニーズはなくならないと考え

ています。 

 ポピュリズムが拡大していくのではないか

ということですが、これはもうわかりません。

ひょっとして止めようがなくて、次の１０年を

経たときには、情報格差というか知識の格差と

いうのが広がっている状況は十分起こり得る

と思うんです。一部の有識者だけが伝統的価値

に基づく情報を持っていて、あるいは支払い能

力のある人たちだけがそういう情報に接する

けれども、お金がなくて、世の中に対する関心

もない場合は、エンターテインメント、スポー

ツ、根も葉もないゴシップみたいなものが世の

中にあふれていく状況は十分にあるんじゃな

いかと思います。 

 そこはむしろ文化論の世界に入っていくよ

うなところだと思うんですが、 Yahoo! 
JAPAN がもし５，０００万、６，０００万の人々にリ

ーチする力を持っているのであれば、個人的に

そういう状況はやはり避けたい。みんながそれ

なりの情報をそれなりに手にできる社会が健

全だと思います。そういう機会を提供できるよ

うに、報道機関の皆様と Yahoo! JAPAN が互

いに話し合える場があれば、すごく意義のある

ことだと思っています。 

質問 １日３，５００本のニュースを１００社、１５０

媒体から提供を受けているそうですが、提供す

るほうは制限があるんですか。「この社は５０だ

け」とか「３０だけ」とか？ 

 提供する側からすれば、なるべく採用しても

らいたいので、限りなくポピュリズムの方向に

なる。そのことについて最後のところで報道機

関への注文もされました。お話を伺って、僕は
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奥村さんは Yahoo!トピックス、Yahoo!ニュー

スにだんだん絶望してきて、また新聞へ戻るん

じゃないかという感じを受けたんです。このま

まだと「コソボは独立しない」といったことが

どんどん起きて、ニュースを提供する側も、場

を提供するところもそちらに引きずられてい

く。「これはもうやってられないよ」と思って

いられるのかどうか。聞きにくい質問ですが、

そういう感じを受けました。 

司会 聞きにくい質問をいただきましたが、奥

村さん、ズバリいかがですか？ 

緊張関係も必要 

奥村 ポピュリズムに、読者に迎合したような

会社になってしまったら、もうここにいる意味

はないんだろうと思い、そのときはやめるんだ

と思います。ただ、そうならないようにしたい

という課題感もみえています。確かに報道機関

によってはエンターテインメントに近い記事

を送ってくださるところもたくさんあります

が、そこは緊張関係を持ちながら、何としても

報道機関が培ってきたニュースの価値を保ち

続けていくことができればと考えています。 

質問 ニュース取材をしないといっても、情報

収集し、ある程度加工して発信しているわけで

すから、「表現者」という位置づけでいいと思

います。表現者の立場からすると、お話の最後

の社会的責任という部分については、具体的に

Yahoo! JAPAN あるいは Yahoo!トピックス

として、どういう形でユーザーまたは社会に対

して責任を示すと考えていらっしゃるか。それ

が１つ。 

 もう１つは、表現者として新聞やテレビの伝

統的メディアに比べてさまざまな差別的待遇

も受けているのではないか。取材はしていない

から、取材的部分ではないかもしれませんが、

既存メディアと同等にといいましょうか、「こ

ういう部分は我々も表現者として認められる

べきではないか」というところがあるなら教え

ていただきたいと思います。 

奥村 ありがとうございます。我々が感じてい

る社会的な責任をどうやって形にしていくか

ということですが、これは非常に難しい問題だ

と思っていて、よくご指摘いただくんです。ヤ

フーは取材しないメディアですが、「何が重要

か、重要でないかを取り上げる時点でメディア

ではないのか」という指摘をいただきます。 

社会的責任の具体化 

 それは全くそうだと思うんですが、まず第一

に、情報を提供いただいている媒体社さんとお

話をすることが一番重要ではないかと思って

います。ある社はこういう編集方針でやってい

るんだから、Yahoo! JAPAN はまずそれを理

解しろ、と。それを理解してから何を出すのか、

出さないのかを考えていかなければいけない

と思いますし、その逆に、何を取り上げてこな

かったのかについても、結構指摘をいただくこ

とがあります。「なぜあれを載せなかったのか」

とか、「何で載せたのか」とか、両方のはざま

にあるんですね。 

 ニュースに携わっている我々も、世の中こう

なるべきだとか、心底そういう主張がある団体

ではありません。我々が果たせる社会的責任と

いうのは、社会的責任を帯びている報道各社さ

んの意向をどれだけ酌み取ることができて、そ

の期待に応えられるかが、まず社会的責任の表

現の１つだというふうに考えています。 

 もう１つのご質問で、我々がどういうふうに

認められるべきなのかということについては、

初めからこう認められるべきだと思ってやっ

てきたサービスでもありませんでしたので、読

者の方々が Yahoo!ニュースを使ってくださる

中で、ただ楽しかった、おもしろかったという

だけではなくて、記事の一本を読んで、役に立

ったという言葉を聞けることが一番うれしい

です。純粋にそのような形で世の中に認められ

ればいいと思っています。 

質問 ネットも、いまのまま無競争でやってい

るわけじゃないと思うんです。私たち新聞や雑

誌の間では非常に激しい競争をやってきてい
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る。ネットはいま進化しつつあるメディアで、

これから激しい競争が起こってくるだろうと

想像しています。日本ではヤフーが強いし、ヤ

フーのポータルサイトが当然のように普及し

ている。 

 ただ、あなたのような一線の記者で、全く取

材しない形で Yahoo!ニュースをつくっておら

れる立場からいうのは難しいかもしれません

が、進化していく中で自分たちが取材の第一線

に行かないと競争に負けちゃうんじゃないか。

例えばグーグルみたいなメディアが新しいこ

とを始める。日本ではヤフーが強くて、韓国メ

ディアが上陸してきても全く問題にならない

状況ではありますが。今後、いまのままでいい

のか。ネットの間の競争って、今後どうなって

いくと考えていますか？ 

ネット間の競争は 

奥村 ありがとうございます。例えば私が読売

新聞にいたときの競合というのは毎日新聞で

あったり、朝日新聞であったり、産経新聞であ

ったりして、いわゆる同業他社といわれるとこ

ろが競合だったと思います。インターネット上

のニュースというのは、これからまた違った形

での競合が出てくるんだと思います。簡単には

イメージしにくいんですが、真ん中に私たちの

ような編集者がいるとしたら、右から機械が攻

めてくる。機械が攻めてくるというのは、グー

グルなどがそうですが、あそこは６５０社以上の

報道機関の記事を瞬時にかき集めて、機械のロ

ジックで何が大切かを瞬時に判断していくら

しいです。とてもではありませんが、人間が追

いつくような量ではありません。機械が選ぶニ

ュースのよしあしというのが、価値判断という

意味では右翼からやってくるんです。 

 では左翼から何がやってくるかというと、ほ

かでもない読者が攻めてくる。記事の何が楽し

いかというのは彼ら自身が決める。アクセスラ

ンキングのようなものですが、例えば「２ちゃ

んねる」に「ニュー速」というスレッドがあっ

たりする。このニュースがおもしろいといった

ものがまず取り上げられ、そこで「私も」「私

も」といって集まってくるものが価値あるニュ

ースとして形づけられるんです。 

 そうしますと、右から機械による価値判断が

攻めてきて、左から一般読者の価値判断による

記事が攻めてくるんです。その真ん中にいる、

特に我々がそうだと思いますが、機械にできな

い、社会が持つ体温というものをどこまで感じ

ることができるか。人間にしかできないことは

何なのか――を常々考えていなければなりま

せんし、いまでもそうしようと思っているとこ

ろです。 

 逆に、世の中でおもしろいニュースが価値を

持ち始めることでは、報道機関で経験を積んだ

ような人間が「ニュース価値とは、ただみんな

が支持するからではない」と常にいい続けるこ

とが大事だと思っています。その絶妙というか

微妙なバランスをどうやってとっていくかと

いうところで、我々の知恵が試されているので

はないかと考えています。 

質問 私は民放出身です。新聞関係の質問が続

いているので、テレビからの質問というか感想

を申しあげたい。私はテレビは生中継がある限

りは大丈夫だと思って、人にもいったことがあ

る。ヤフーは取材しないとおっしゃったが、映

像とか最近は動画も読者や一般からの提供が

ヤフーの提供素材としてあるわけですね。最近

のニュースは、奥村さんが読売におられたころ

よりもずっとサイクルが速く、テレビでも読者

の提供写真や動画が頻繁に出てきて、それなし

ではもうニュースが成り立たないくらいにな

っています。 

 生中継はＣＮＮが古くからやってきたが、最

近は新疆ウイグル自治区で住民が暴動を起こ

し、それを国営テレビが取材して放送している。

いままでのイメージと全く逆のことも起きて、

複雑な時代になってきたと思うんですが、奥村

さんはどんなふうにお考えか聞かせていただ

ければと思います。 
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ブログ文化のリスク 

奥村 ありがとうございます。特にブログ文化

が発達してきて、自分で撮影した写真や動画を

自分のブログに貼れるようになってきました。

同時に、他人が撮った写真も自分のブログに載

せられるようになってきたことが１ついえる

と思うんです。昨年、秋葉原の無差別殺傷事件

があったとき、記者の方にお聞きした話ですが、

加害者（犯人）が写っている写真を撮影した人

がいるとのことで、現場に写真をもらいに行っ

た。携帯の画像を「これは犯人だぞ」と、もら

って社に持ち帰ったらしいんですね。昔であれ

ば、コンパクトカメラで撮った写真のフィルム

を持ち帰れば、まず間違いなくその人が撮った

ものだとわかる。ところが携帯電話に残された

写真は、それだけでは、その人が撮ったかどう

かわからない。それがわからないということは、

写っている被写体が犯人であるかどうかさえ

もわからない。そういう取材現場での混乱があ

ると聞きました。 

 同じことはきっと我々にもいえます。要は真

偽の判断をしようがない時代になってしまっ

たということで、すごく困惑しています。以前、

六本木ヒルズの屋上かどこかでエレベーター

が火を噴いて煙が充満し、ボヤがあったという

ので、居合わせた人がブログに早速写真をアッ

プした。そこに我々もリンクはしたんですが、

その写真は本人が撮ったものだか、その現場か

どうかさえ実はわからなかったというんです

ね。 

 そこについては悩んでいます。真偽がわから

ないものについてリンクすることの是非。それ

を言い出すと、もともとすべてのインターネッ

トのホームページについて真偽を確かめるす

べもないんですが、それが法人であるか個人で

あるかで大きな違いがあるように思っていま

して。 

 一番積極的な考え方を持つ人は「個人でもい

いから、とにかく写真が初出である限り、おそ

らく現場の写真であることは間違いないから、

それを掲出すべきではないか」という議論をし

ます。一方、保守的な考えに立つと、やはり「真

偽がわからない以上、リンクもすべきではな

い」と。報道機関なり、ほかの団体なりで真偽

を確かめてから掲出されたものについてはリ

ンクしようと、いままさにそういう議論をして

いるところです。まだ答えは出ていませんが、

非常に悩んでいます。 

質問 共同通信です。お話を伺って、非常に新

聞社的なやり方でニュース判断をされている

ことが印象に強く残りました。例えばトピック

スの８本のうち、こういうジャンルのニュース

をできるだけ選ぼうとしているというお話が

ありました。その場合、基準のようなものがあ

るのでしょうか？ 

 例えば読売新聞では読売信条というものが

あり、最近はより詳細な「倫理綱領」のような

ものを各メディアがつくっています。「Yahoo!
ニュースが目指すのはこういうものだ」「こう

いう価値を大事にするんだ」と、うたったよう

なものはあるのでしょうか。 

 もう１つ、ニュースの場が新聞、テレビから

ネットに移っていくことに伴って、大きな問題

がいくつかあると思います。１つは、いわゆる

「タコつぼ化」です。奥村さんも指摘されまし

たが、ヤフーの場合もパーソナライズ、カスタ

マイズができるために、タコつぼ化を助長して

しまう面もある。トピックスであえて８ジャン

ルをキープしようというのは、それに抵抗しよ

うとされていると思うんです。そのあたり、タ

コつぼ化に陥らないための具体的考えがあれ

ば教えていただきたい。 

 もう１つ、やはり情報やニュースをつくるに

はお金がかかる。そのコストが支払われなくな

りつつあるというのが、いま最大の問題ですよ

ね。アメリカではＡＰがアグリゲーターに「も

っと金を出せ」と要求したり、ニューズコーポ

レーションが「もうサブスクリプションにしよ

うか」と。あるいはマイクロペイメントで「一

本ずつ記事を買ってもらうようにしよう」とか

「無料ではだめ」という議論も出ています。日
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本最大のアグリゲーターといえば、もちろんヤ

フーです。有料化になるかどうかわかりません

が、アメリカで議論されているようなことへの

対応として、ヤフー内部でどんな話があるか教

えていただければと思います。 

どうなるコスト問題 

奥村 １点目のトピックスが何を目指してい

るかということですが、先ほども申しあげたよ

うなことが必ずある。それは記事をいただいて

いる報道機関各社の考えや意図をどれだけ明

確に伝えていけるかということ。 

 それとは別に、どういう場所にしたいかとい

う意味では、マスコミ各社の中でもいろんな議

論がある。保守的な考え、進歩的な考え、いろ

いろあると思いますが、Yahoo! JAPAN の場

においては、保守的な考えも進歩的な考え方も

すべてひっくるめて、そういう議論があるぞと。

そういう議論があることを読者に知っていた

だきたいので、そういったニュースの掲出の仕

方ができるのであれば、そうやっていきたいと

思っています。 

 パーソナライズやタコつぼの問題ですが、い

わゆるパーソナライズサービスは、これから避

けて通れない１つの仕組みだと思うんです。自

分が知りたいことはもっと知りたい、深く知り

たい。知らないことももっと知りたい。関心あ

るニュースが掲出されること自体は悪くはな

いんですが、それがすべてになってしまうとい

うのは気持ち悪いので、公共性のあるニュース

と、パーソナライズの、自分の私的関心のある

ニュースをいかにバランスよく出していくか。

それは掲出の妙だと思うんですが、そこはパー

ソナライズ一本で行くこともなく、逆に公共空

間だけで行くのではなく、うまくミックスして

いきたいと思っています。 

 コストの話は私の職掌の範囲でないので、お

答えにならないと思うんですが、先ほど申しあ

げたように、Yahoo! JAPAN として何ができ

るかをこちらから提案させていただくことと、

報道各社からこういうことができないかとい

うことについて話をしていく中でいい解決案

が出せるんじゃないかと思います。 

司会 定刻も過ぎました。奥村さんには改めて

お礼を申しあげます。先ほど、奥村さんの高い

モラル意識に着目して、ヤフーに幻滅して新聞

に戻られるんじゃないかとの質問がありまし

たが、私個人としては、そういう見識を持った

方にニュース編集部長として、これからもヤフ

ーの提供するニュースのモラルを維持してい

ただきたいと思っております。記者出身の我々

の仲間としても、奥村さんや Yahoo!ニュース

を温かく見守っていただきたいと存じます。皆

様からも盛大な拍手をお願いします（拍手）。

どうもありがとうございました。 
（文責・編集部） 

 


